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元代蒙漢合壁命令文の研究(二)

杉 山 正 明

*本 稿 は本誌前号 『内陸 アジ ア言語 の研究』5(1989),1990,PP.1-31に

掲 載 され た 「元代蒙漢合壁命令文 の研究(一)」 の続 きである.本 稿 冒頭

の番号 は前稿 か らの通 し番号 であ り,命 令 文 リス トお よび文献 目録 ・略号

は,前 稿pp・24-31に 掲 載 された ものを踏まえ る.

21335年 の 山東郷県澤 山仙人宮 トゴン=テ ムノレ聖 旨碑

繹山は,孟 子の故 郷で名高い山東省 鄭県の東 南お よそ15伽,見 渡すか ぎ りの

平原 の中に突如,大 地か ら湧 ぎ出 したよ うに轡 え立 ってい る.海 抜 は555〃z,周

囲 は10肋 あ ま りとい う.奇 岩 ・巨石 が重 な り合 って一山を形成 し,見 るか らに

異 様な雰囲気 が漂い,古 くか ら神霊の地 とされて きたの もよ くわか る.『 詩経」

や 『書経』 萬貢 にその名が登 場す るのをは じめ,秦 の始皇 の東巡 の際,最 初に

(1)
刻 石 したいわゆ る 「繹山刻石」 で特に名高い.元 代には,全 真教 の拠 点 とな り,

(2)
仙入 万寿宮のほか,い くつか の道観が 山中各所に営 まれ,「 常に千指に盈つ」

るほ どの道 衆が聚居 した とい う.そ の遺 趾は今 日もなお 目にす ることがで きる.

山 頂 ちか くに,元 統三年(1335)に 順 帝 トゴン=テ ムノレToγon-TemUrカ ミ発 し

た蒙漢合壁命令文 を刻す る巨碑が現存す る.碑 陽には,上 方お よそ%の 碑面を

使 ってパ スパ文字蒙古文31行 が刻 され,の こる下方お よそ種 の碑面に直訳体 白

(1)李 斯の書 とい うが,よ く知 られてい るように原石は唐代すでにな く,北 宋期の唐拓 による墓

刻がい ま西安碑林 に現存す るほか,元 代以後 しばしば重刻 された.ど れ も秦代の原石 には遠 い

といわれる.

(2)朱 象先撰,張 仲寿書,李 邦寧籔 「明徳真人道行碑」 至治 二年(1322)十 一,月望 日立石,[道

略765-766コ
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話風漢文による対訳31行 が見える.漢 訳の方はすでに察録83。,87頁 に移録さ

れているものの,蒙 古語についてはこれまで知られていなか った.

明 ・清 ・民国時代の各種の石刻書や石刻 目録類には,こ の碑はほ とんど著録

されていず,わ ずかに呉式券 『擦古録』巻19,32葉 裏に,「 仙人万寿宮勅書.
(3)蒙古書

.下 層は正書.山 東郷県.元 統三年七月十四日」と見えるのが目を引 く

程度である.山 東省全域にわたる現地調査を したはずの 『山左金石志』にも全

く見えない.近 刊の 『道家金石略』1188頁 には漢訳文が移録されているものの,

察録からそのまま引用した ものである.一 方,碑 陰について も,管 見のかぎり

では,同 じく 『擦古録』巻19,34葉 裏に,「勅仙入万寿宮碑.陳 繹曽の撰,井 び

に正書.山 東郷県.後 至元二年ご月.元 統万寿宮勅書碑の陰」と著録されるの

(4)
みである.中 国科学院北京天文台主編 『中国地方志聯合目録』294-295頁 によ

(5)
れば,郷 県に関する地方志は,嘉 靖 『新脩寛州府都県地理誌』以後,民 国鉛印

本 『郷県地理志』まで,す べて八種が知られるが,そ のうち筆者が直接に確認

できた四種については,本 碑について全 く触れていない.概 していえば,石 刻

書 ・地方志全般を通 じて,峰 山の諸碑については,不 思議なほど手薄いといわ
(6)

ざるをえない.誰 にとっても魅力の的であるはずの秦始皇の 「繹山刻石」が存

在 しないことが周知であったため,か えってわざわざ峻険な繹山に登 ってまで

他碑を採拓するほ どもない,と されたためであろうか.察 美彪の移録は北京大
(7)

学に蔵されていた拓本に明らかにもとつ くが,も し彼の移録文がなければ漢訳

(3)年 次順に配列 した 『擁古録』を地域別 に仕立て なお した 『金石彙 目分編』 に も,そ の巻12,

35葉 裏に同様の著録があ る.

(4)光 緒 『郷 県続志』巻10,金 石志下に,「 元至元三年,勅 祭繹 山万寿宮碑.繹 山に在 り」 と見

えるのは,本 碑碑陰を一 年誤 って著録 した ものであ ろう.

(5)嘉 靖 『新脩亮州府郷県地理誌』巻二 ・三 ・四には他書 には見 えない金元時代 の碑刻 が数多 く

移録 されてい る。 とりわけ,巻 二,古 今記文,山 川類 には,「 秦繹 山碑」につづ いて延祐九年

(1322)冬 十月立石 にか かる里人劉之 美撰 「詔 杞暉山碑記」,お よび金 の大定丙 申歳(16年1176)

の 「郷哩山図記」の二碑が移録 され,本 碑 に至 るまで の峰 山の状況を知 る貴重 な手掛 りとなる.

(6)『 媛古録』 以外では,謬 茎 孫 『藝風堂金石文字 目』が繹 山関係の数碑(特 に元碑)を 著録す

る.た だ し,本 碑は見えない.

(7)察 美 彪 「北 京大学文科 研究 所所蔵元八思 巴字碑拓序 目」北京大学 『国学季刊』7-3,1950,

405.北 京大学 所蔵拓本は謬釜 孫旧蔵の ものを含むので,　 氏所蔵 目録であ る前記の 『藝風堂

金石文字 目』 には本碑 の名 は見 えない ものの,察 美 彪が依拠 した本 碑拓本はあるいは謬 氏旧蔵

で あったのか も しれ ない.
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文すら知 りえなかったわけであり,あ らためて察録の有用さに敬意を表したい.

さて,本 碑は碑陽 ・碑陰とも表面の磨滅がひどく,直 接に碑石から刻字を読

み取ることは難 しい.も ともと,本 碑の文字の刻入はさほ ど深 くはなかったら

しいことは一見 して容易に推測される.元 代の碑刻はふつ う,極 めて堅牢な碑

石に,し か も非常に強 く深 く刻されている.パ スパ字の場合は特にその点がい

ちぢるしい.本 碑は元代パスパ字刻入碑 としては,珍 しく浅い彫 りであり,パ

スパ字 ・漢字とも一画ごとの線 も必ず しも明瞭ではない.碑 石 ・刻字 とも見事

な出来映のものが多い蒙漢合壁命令文碑の中では,文 字の刻入とい う点に限っ

ていえぱ,本 碑はあまり立派な碑石とはいえない.本 稿で呈示するパスパ字 ・

漢字の移録は二種の碑陽拓本に もとつ くものであるが,実 のところ拓本からの

判読でさえも決 して容易でなかった.ま た,碑 陰については,碑 陽以上に磨滅

が激しく,全 く読み取ることができFない文字のほ うが多い.ほ とん ど意味を汲

み採れない文面ではあるが,わ ずかに残る文字から判断すると,ど うやら碑陽

の内容 と連動 し,そ の雅文表現らしぎ箇所 も認められる.参 考のために,本 稿

末尾に移録文を添附する.

こうした磨滅による判読の困難さとは別に,本 碑の際立った特徴は,パ スパ

字蒙古文 と漢字訳文の双方に,他 の蒙漢合壁命令文の諸碑にはほ とんど見られ

ない誤記 ・誤写,さ らにはにわかには決定 しがたい疑問点が認められることで

ある.た とえば,パ スパ字蒙古文24行 目には,漢 字 「宮」を表わす ものとして

gaunとgau血 の=:種 の表記が刻される.も とよりこれはgau血 でなければな

らない.ま た,繹 山仙人万寿宮の代表者 として名の挙がる李道実 ・呉志全 ・呉

道泉の うち,後 二者の称号中にtuかwiと いう全 く同じ表記が見える.こ れで

は二人とも 「洞微」の称号を有していたことになってしまう.し かし,漢 訳文

面を見ると,呉 志全は 「洞微」だが,呉 道泉は 「通微」 となっている.碑 陰は

既述のように読み取ることのできる文字が少ないが,こ の二人の称号について

は,幸 いに もしっか りと判読できる.そ れによると,碑 陰での二人の称号は碑

陽漢訳文でのそれと同様である.さ らに,後 に掲げる元代繹山関連の 「繹山櫨
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(8)
丹硲重修長生観記」でも,呉 志全の称号中に 「洞微」の二字が確認でき,一 方,

やは り後述の 「増修集仙宮記」碑陰題名によって呉道泉についても 「通微」の

称号を帯びていたことが裏附けられる.つ ま り,パ スパ字面22行 目の二箇所に

刻されるtuかwiの うち,呉 志全についてはそのとお りであるが,呉 道泉に関

しては 「通微」の 対音であるt`uかwiと 刻さなければ ならなかったはずであ

る.

こうしたnとh,tとt`と いった程度の,い わばささいな誤写ないし誤刻は,

通常の生活の場面ではしばしば起 こりうることではあろ う.た だし,蒙 古語 ・

直訳体漢訳 ・文語漢文のいずれを問わず,パ スパ字で表記 された元代命令文の

碑刻 ・文書を通観すると,ひ とつにはこうした命令文は蒙古訳史などのそれを

専職 とす る政府機構の正式の吏員の手によって転写ないし書写 されるのがふつ

うであること,そ してもうひとつには元代において特に大 カアンの聖旨は至上

の権威 と実効とを発揮 したからその転写 ・書写にあたっては極めて厳重 ・細心

な注意が払われたと推測されること,こ のふたつの点から,本 碑を除 く他の大

カアン命令文では,誤 刻が頻出する特定の碑刻,お よび特殊な事情を背負って
(9)

いる或る種の語彙を別 とすれば,ふ つうはこうしたささやかな誤 りさえ,実 は

ほとんど見られない.こ の点をとらえて,本 碑のように元末になると,パ スパ

字による皇帝聖旨の書写 ・刻石に際 しても,以 前ほどの注意を払わなくても済

むほどパスパ字が当たり前のものになったと解することができるのかもしれな

い.あ るいは,命 令文文書の作成や立碑 という特別な事柄がいわば日常化して,

気軽なミスも出現するようになったとも,い えるのか もしれない.

しか し,こ うしたケアレス=ミ スに近い誤 りとは,次 元の異なる問題が本碑

には三箇所 も見られる.そ れは,本 来は漢語表現でしかありえない語句が,漢

字音そのままをパスパ字に写 し取った形で蒙古語原文の文脈の中で使用されて

(8)「 増修集仙宮記」碑 陰題名では呉志全の称号が呉道泉 と同 じく 「通微」 とな って いる.た だ

し,並 記 され る呉道泉が 「呉志泉」 と書かれてい るよ うに,こ の碑については道略の移録文に

不審な点 があ り,こ の碑その ものの誤記か,あ るいはむ しろ道略の移録 ミスか もしれない.

(9)前 稿14頁 参照.
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い ることで ある.ま ず第一は,パ スパ字面21行 目に刻 され る6au-6i>並 廿一並iで

あ る.こ の語 は漢訳文 面22行 目の 「住持」 の対音 である.パ スパ字 面を先入観

な しに眺めれば,酔 益iの 語 はつづ く李道実 の称 号に冠せ られる肩書のひ とつ,

す なわち名詞 と見えな くもない.名 詞 な らば,漢 字音 を転写 して蒙 古語 の中に

使 って もおか しくない.と ころが.元 代の蒙古語 命令 文一般の通例では,「一d茸r

螢 一壷 ～ に住持す る」 と動詞 として見徹 さなければ解釈 しに くい文脈 である.

例証 として,本 碑 以外 の蒙漢 合壁命令文 における相当箇所 での用例 を年 次順 に

列挙 する と,次 のよ うである.

1ネ ズ ミの歳(至 元13年 丙 子,西 暦1276)正 月26日,龍 門萬王 廟マ ンガ ラ

令 冒碑.

n一 翼ah-m6w-d湿aqunGia血jin一 茗in禺 王 廟裏住持的姜眞人

2ウ シの歳(至 元26年 乙丑,西 暦1289;な い しは至元14年 丁丑,西 暦1277)

正 月25日,交 城県石壁 山玄 中寺 クビライ聖 旨碑.

Si-bi-zi-duraqun'Ansm-IU石 壁 寺有的安信録

3ト ラの歳(延 祐元年甲寅,西 暦1314)4月15日,真 定路 元氏県開化寺 ア

ユノレバ ル ワダ聖 旨碑.

Kay-hu-zT曲me-d灘aqunTu血 一ji'iかbentay一 きi開 イヒ寺裏住持通濟

英 辮大師

4ト ラの歳(同 上)7月28日,蟄 屋重陽万寿宮 アユルバル ワダ聖 旨碑.

Tay療u血 一ya血wan一 謹wgUn-d廿rbasahe一 りeng茸 血一g6n-duraqun

sen一灘h-ud大 重 陽萬壽宮裏並下院宮観裏住 的先生毎

5ト ラの歳(同 上)7,月28日,彰 徳路安陽県善応儲祥宮 アユルバ ル ワダ聖

旨碑.

Sen一'ifL狛 一seflg廿fk-d廿raqu主i-demBaw一 燦ohen-jmγuf1-gew

tay一獣 善鷹儲鮮宮裏住持的提黙藻和顯眞弘教大師

6ウ マの歳(延 祐5年 戊午,西 暦1318)4月23日,郁 陽県光国寺 アユノレバ

ノレワダ聖 冒碑.

(39)



……ki'eds廿n:les-d廿raqunFugla血 一jU… … 等寺 院裏 住的輻講主

7ト リの歳(至 治元年辛 酉,西 暦1321)10月15日,溶 県天寧寺 クンガ ロ ト

ギ ェノレツ ェン帝師法 旨碑.

Ten-nih-zTs廿me-d伽aquglan一 狐Lahgei-z雲an天 寧 寺裏住持 的講

主朗吉 群

8ト リの歳(同 上)11月 初10日,易 州龍興観 ダギ皇太后酪 旨碑.

__U.璽eng6n-duraqun主i-demりa血3in一 齢n玉 泉観裏有 的提 黙

王 進善

9至 元二年ネズ ミの歳(丙 子,西 暦1336)7月12日,許 昌県天宝宮 トゴ ン

=テ ムル聖 冒碑 .

Ten-bawg面 一d廿raquMi血 一lingりan-dly主ay一 醗 天寳宮裏有的明眞

廣徳大師

いずれ も共通 して 「～一dur(一d湿)aqu(n)… … 某処にい る誰 々」 の蒙古語

原文 に対 して,「 ○○(裏)住(持)(的)△ △」 ない しは 「00有 的△△」 の漢訳

で ある.本 碑 の漢訳 も 「○○裏住持△△」の形で あるか ら,上 掲のパ ターンか

らはずれてい ない.翻 って,本 碑蒙古文だけ をこ うした慣例か ら切 り離 して眺

めれば,既 述 のよ うに 夢一郵 を名詞 と見て,「 仙人:万寿宮において,住 持洞誠
、 、 、 、 、 、

……李道実 ・明道……呉志全 ・通微……呉道泉をはじめとする道士たちに」 と

解することも言語上では許容されるではあろう.あ るいは,言 語上の問題とは

せずに,「～にいるところの」を意味するaqu(n)を 誤って落としたとの別解

釈 も完全に排除することはでぎないではあろう.蒙 漢合壁命令文碑13例 の中で,

蒙古文面に 塑一堂iが使われる例は,本 碑以外にもう一例ある.そ れは,現 在知

られている蒙漢合壁命令文碑 としては最 も晩い至正十一年 ウサギの歳(辛 卯,

西暦1351)2月28日 附の蟄屋大重陽万寿宮 トゴン=テムル 聖旨碑である.そ こ

では,聖 冒を授与 される焦徳潤の漢字27字 にもお よぶ長大な肩書のひとつ とし

て,ち ょうどそのなかほどの位置に見える.純 粋に名詞である漢字 「住持」を

音写 したものにすぎない.ま た,本 碑蒙古文面の6茸 一堂 が,「 住持する」の意
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味で完全 に蒙 古語 化 してい るな らば,益U一 並i-k斑n)の 形 で なければ ならないで

あろ う,要 す るに,今 の ところ,蒙 古語 に漢 語 「住持」 が流入 してい るのか,

あ るいは単に漢語名詞 の音写にす ぎない のか,決 定材 料が不足 してい る.た だ

し,モ ンゴル皇帝以下が発 した蒙古語が原文 であ るとい う形式 を一貫 して厳守

す る蒙漢 合壁命令 文において,蒙 古語aqu(n)が 使 われ るべ ぎ位置 にまこ うか

たな き漢語 「住持」の音写が平然 と使われて しまってい ることは事 実であ って,

元 代 の文書作成や その刻石 ・立碑の問題 にと どまらない大 きな波紋 を投げかけ

ずにはおか ない.

第 二 の点は,同 じ21行 目 に,李 道実 の肩書 の中で漢語 「充」 の音写6`u血>

6U血 が そのまま使 われ ているこ とである.こ れ は,発 令 者の皇帝 トゴ ン=テ ム

ル,な い し現実 には蒙古語文 の作成 ・書写者 によって,李 道実 の長い称号 ・肩

書 のなか の一語 と見徹 され たためではあろ う.と はいえ,厳 密 にい えば 「充」

は漢訳面 で明 らか なよ うに,本 来 は 「充つ」 とい う動詞 でなければ ならない だ

ろ う.も とよ り,そ れ を蒙古語 で表現 しよ うとす ると文脈が繁雑に な りす ぎて,

漢 語 の発音 どお りにすべて を音写 して しま う方が簡便 であ った ことは事 実で あ

り,無 理か らぬ ところだが.

第 三 の点 も,第 二点 と同種 の問題 である.22-23行 目に,gau6`u血t()

>g廿 一6un一主()と あ るのは,末 尾 が判読 で ぎない ものの,明 らか に漢訳面 の

「倶充提(學)」 に 対応 してい る.末 尾 の漢字は別碑 によ って 「學」 であるこ
(10)

とが裏付 け られるので,パ スパ字 もgau6`u血t(i一"au)>g農 一6un一主(i一の であ っ

た ことになる.漢 文 面の 「倶充提學」 の意 味は,呉 志全 と呉道泉 の二人 が 「倶

もに提 挙に充 て らる」 ことであ るか ら,こ の両人 の肩書 ではない.し か し,パ

スパ字蒙 古文 では漢字 を音写 しただけであ り,も はや肩書 と見分 けがつ かない,

入 名のあ とに肩書 がつ づ くわけはないので,誰 の 目に も異様 なはず である.見

た 目の異様 さは,前 述 の 「6u血 充」 とは比較 にな らない。 ただ し,こ の点か ら,

拡 大解釈 して,本 碑では漢 文面がまず作成 され,次 にパ スパ字蒙古文 がその訳

(10)本 碑 の翌年 に立石 され た 「増修集 仙宮 記」碑 陰では二人 と も本宮提挙 である.道 略786頁.
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として作 られ た とす るの もゆきす ぎであろ う.次 に述べ るよ うに,漢 文面 に も

問題 がある.前 述 の第二点 も含 め,本 来 は名詞 としては扱 えない語 を漢字音写

で済 ませ ている問題 は,む しろ翻訳 の技術 ・技禰,な い しはこの特許状 の作成

・交付 セこいた る手続 ぎ上 の問題 にかか わる と考 える方が無理が ない だろ う.手

続 ぎ上 でい えば,本 碑 に刻 され る李道実 ・呉志全 ・呉道泉 の姓 名 ・称号 ・肩書

・立場 の字句 は,当 の繹 山仙入万寿宮か らか,な い しはその上級 の全真教団 の

長,さ らには道教全体 の管轄官庁 である集賢院か らの申請文面 での表現 に依拠

してい るはず だか らで ある.

漢 訳面 で気 になるのは,28行 目 である.仙 人万寿宮所有 の不動産 ・動産へ の

負課 を禁ず るこの箇所 では,蒙 古語で は 「……一de6ealibaalbanqub6iri

buabtuqayi～ か らすべ ての貢納 ・畜税 を取 るな」 とあるに もかか わらず,

漢 訳では 「……酷 ・魏,不 棟甚慶,休 科要者.… …酷 ・魏は,な ん で も,科 要

す るな」 とな っていて,「 一de6e～ か ら」 と 「albanqubdriア ル バ税 ・クプ

チ ュル税 」 とが訳 されてい ない.そ もそ も,不 輸不入特権 の条項にかかわ って,

本 碑蒙古文 のよ うに 「一de6ealibaalbanqubdri」 の形 を採 るのは,他 には タ

ッの歳(至 元17年)11月 初5日 附 と トラの歳(延 祐元年)7月28日 附 の孫徳 或

あての,ど ち らも蟄屋万寿宮 に現存す る両碑 の2例 しか ない.そ の2例 では,

「……(等),不 棟 甚慶 差嚢,休 要者」 と漢訳 されてい る.「 一de6e」 の 訳語 を

明示 しないのは同 じだが(「 於 …… 根底」 と漢訳 すれ ば語法上 は よいが,間 に

はさまれ る不 動産 ・動産 の列挙 が長す ぎ るため,句 作 りとしては避 けたいのだ

ろ う),・「albaqub6iri」 に ついては 「差 護」 とは っき り対訳語 を示 してい る.

本 碑漢訳 では,「 科 要」 にその意味を込 めてい るのだろ うか.
、

また,漢 訳面31行 目 の 「聖 旨」は,蒙 古文 では正 しく 「jarliqmanuわ れ ら

がおおせ」 と書かれ ているのだか ら,「 聖 旨俺的」 とすべ ぎところで ある.

蒙 古語面 ・漢訳面 のいずれ におい て も,本 碑 には粗雑 な点,あ るいは元代命

令文 の体例か ら逸脱す る点が 目につ く.本 碑 の翌年に あた る後至元二年 ネズ ミ

の歳(丙 子,西 暦1336)7月12日 附 の許 昌県天宝宮 トゴ ン=テ ムル 聖 旨碑 もま
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た,誤 写 ・漏れが多い.こ の ことは,既 述の よ うに普 及 ・馴れの面 も否 定で き

ないが,書 写者 ・翻訳者が時代が降 るにつれて低下 した ことも意味す るのであ

ろ う.

体 例上,本 碑 で 目立つ のは,文 宗 を示 す ジャヤガ トゥ=カ ガ ンが先例 として

挙げ られてい るこ と,免 税 ・免役対象 として ムス リム識 者 ダ ーネシ ュマ ンド

daniきmand(ア ラ ビア語 の ウラマー`ula晦 に あた るペル シア語)を 意味す

るd誌manが 挙 げ られ ていないこ と,お よび末尾 の紀年 に十二獣暦だけ でな

く,中 国風 の元号年次が並記 され ている ことである.蒙 古語原文単独 で しか伝

わらない命令文,お よび蒙古語原文 を伴 なわない直訳体 白話風漢文命令文 まで

を も視野 に入れ て検索す る と,文 宗 は順帝 の後至元三年丁丑(1337)ま ではそ

の名が聖 旨のなか に挙げ られ,至 正元年辛 巳(1341)以 降 は全 く見 えな くな る.

これ は順帝 トゴ ン=テ ムルに よる文宗 トクニテムノレToq-Tem廿rへ の忌避iに対

応す る.聖 旨のなか にダ ーネシ ュマ ン ドを免税 ・免役対象 の一 として挙げ るか

どうかは,歴 代皇帝 ご とに明確 な態度 の差が認 められ るが,順 帝 トゴ ン=テ ム

ノレ時代については同一年の発令 で さえ もまち まちであ り,全 く一貫 していない.

本 碑に見えないか らとい って,こ の年に ムス リム識者が居住す るイ スラーム施

設についてはただの一箇所 も免税 ・免役特権 を もつ ところがなか った とい うわ

けではない.年 次に中国風の元号が並記 され るのは,今 の ところ蒙 古語 面では

本碑 か らであ るが,直 訳体 白話 風漢 文のみの命令 文では,元 貞二年 猴児 年(丙

申1296年.察 録38。,40頁 参 照)か ら出現 し,以 後,断 続 して現われて,文 宗

トク=テ ムル の羽 順元年庚午(1330)か らは,並 記 の場合 と十二獣暦単記 の場

合 とがあい半ばす るよ うにな る.

な お,本 碑がその免税内容の なか に,地 税 と商税 を意味す るc鋤 とtamqa

を述 べ ないのは注 目され る.誤 脱 なのか,あ るいは本 当に鐸山仙入 万寿宮 は こ

の二種 の基本税 を免除 して もらえなか ったのか,ま ことに興 味深い.

さ て,元 代 の峰 山にかか わる碑刻 は,管 見の限 り本 碑以外に以下の9碑 があ

る.
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1連 観国撰 ・吉・亨書井象1,「 創建三清殿記」延祐二年(1315)八 月十五 日.

[道略1147-48]

2*趙 天麟撰 ・張伸寿書井象,「 白雲五華宮記」延祐五年(1318)三 月二十

ノk日、[道略750-51]

3劉 之美撰 「詔杞繹山殿記」延祐九年(1322)十 月.[嘉 靖 『新脩亮州府

郷県地理誌』巻ご]

4*李 之紹撰 ・劉唐書 ・趙孟頬築,「 仙人万寿宮重建記」至治二年(1322)

十一月望 日.[道 略762-63]

5*郡 志明撰 ・趙子昂[孟 頬]書 ・張濤齋[仲 寿]象,「 崇徳真人之記」至

治壬戌(二 年.1322)十 一月十五 日.[道 略763-64]

6*朱 象先撰 ・張仲寿書 ・李邦寧築,「 明徳真人道行之碑」至治二年(1322)

十一月望 日.[道 略765-66]

7李 之英文 ・李元彬書 ・孔思晦蒙,「 昭恵霊顕真君廟記」 元統三年十一月

吉 日.[道 略1186-87]

8国 柞象額 ・陳繹曽撰 ・呉祥書,「 増修集仙宮記」 後至元二年(1336)季

春中旬有五 日.[道 略783-86]

9*李 元彬撰 ・察思中書井象,「繹山櫨丹硲重修長生観記」至正四年(1344)

十一月甲辰 日.[道 略1206-07]

(*は 筆者が拓本によって確認でぎたもの)

これらの諸碑を通読すると,繹 山は金元交替の混乱期に周辺里人の避難地とな

り,王 重陽七弟子の一人劉長生の弟子である王貴実が庵居してから全真教団の

一拠点となった.そ の後,そ の道統が史志道 ・李志椿 とつづいて,本 碑に見え

る李道実に至 った.ク ビライ時代にあたる史志道のころ繹山の各所 に仙人万寿

宮をはじめとする諸施設の営建が始 まったが,李 道実の時代になって急速に整

備されたようである.こ の間,至 元29年(1292)に は史志道が寿王 より明徳真

人を授号 され,至 大元年(1308)に は労系の王志順が同じく寿王 より遠塵通妙

純徳真人を授号され,さ らに年次は不明だが,李 志椿が脱脱大王 より明真和陽
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崇徳真人を授号 された.先 の寿王は トリチュTori6u,の ちの寿王はナイマン

ダイNa童mandai,脱 脱大王は有名な トク トガTαltoγ一aで,い ずれ も繹山を

その所轄にもつ益都路全体の投下領主であるオッチギンOt6igin王 家のその時

の当主である.繹 山は李道実の時代に仙人万寿宮を本宮に山中各所に道観 ・庵

廟が林立 し,全 盛を迎えた.本 碑聖旨はまさしくその頂点を示す ものであった.

李道実が繹山を超えて山東一円においてかなりな有力者であったらしいことは

上掲の諸碑から窺い知れる.彼 が立石の中心となった碑刻はいずれ も,趙 孟頻

をはじめとする当代の著名人がかかわっているのもその一証である.

本碑のパスパ字蒙古文については,先 に筆者が京都大学人文科学研究所蔵の

拓本にもとつぎ英文で紹介したが[Sugiyalna1988],そ のお りは漢訳面には

あまり言及しなかった.そ れは依拠 した拓本のうち最下方が欠け,漢 訳文全体

を移録することができなかったためである.今 回,あ らたに碑陽全体を採拓 し

た別種の拓本を利用する便に恵まれ,漢 訳文の移録を試みるとともに,パ スパ

字蒙古文の再検証 も行なった.そ の結果,察 録の漢訳文の移録は筆者前稿で使

用 した拓本 と同様に,お そらくは一部欠損などの不十分な拓本に依拠 してお り,

時にはパスパ字面か ら漢字面を推測 したのではないかとさえ考えられる箇所も

あることがわか った.苦 しい作業を試みた察美彪の労をここに銘記し,本 稿で

は新拓本の写真を添えて大方の批正を仰ぎたい.

蒙古語翻字

-
↓

9
召

9
り

7

m6h-k`ade血 一ri-yink`u一 乙`un月dur

yekasuja-1i-yin・i-h'an戸dur

qa'anjar-liqma-nu

4～ 三`a-ri一・u-dtlnno-yad-da～ 三儀一righa-ra-naba-1a-

5qa-dunda-ru-qas-dano-yad-day6r一 ～5`i-

6qunya-bu-qun'e1一 ～5`i-nad・u1-qa-qu臭

Jar-liq
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8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

Q
ゾ

0

可
⊥

て
⊥

9
臼

9

自

24

　サコ ロ

jm-glS-qa-nu

"tio -k`tio-dti隻qa'a-nu

sa・一～三`anqa'a即nu

,'一ti61-ja隻 一t`uqa・a-nu

k`au-1tiugqa・a-nu

bu-yan-t`uqaOa-nu

(9)tt-9'anqa●a-rLU

qu一(t`u)q-t`uqa'a-nu

　
Ja白ya'a-t`uqa'a-nu

.ren 一～三`tin-dpalqa・a-nubaiar-li一 ・ud-durdo-yid'er-k`a一 ・udsan一 §hi-fiud

　a -1i-ba"a1-baqub一 ～三`i-ri"tiu-1u"tiu一 了en

de血 一ri一(yi)Ja1-ba-ri-juhi-ru一 ・tir"ti(〉 ・gun"a-t`u-qayik`・tig-dttg-sad

"a -Ju一 ●ug'e-du一'abttrbao一 ・a-su'u-ri-da-nu

Jar-1iq-unyo-su一 ・ar"a-1i-ba"a1-baqub一 ～三`i-ri"tiu-lu"まt1一 了en

de血 一ri一(yi}al)一ba-ri-」11

bi-da-nah(i-ru一 ・ti)r"a()一gun"註 一t`u-qayik`・anyi-du-luthi血 一iiw

Jhiw-h蝉nyi-9anstin-2inwan一 きiw-gaurt-dur6tiu一 乙itu血 一前h}in-cih

t`uかhuantay一 忌hi～1`urtごuh一 ∫in

22t(ay-dh)iylih一 ・inJin-iinmun-hli-bun-cuhdu-ti-dem

li-taw一 §imiかtaw-gu貧 一dhiytu血 一witay一 甑iu一 了i-c瞳n

tufi-wiJi-htiutay一 §hiu-taw-c翼angau-6`un

23t(i一"au)t`a-ri一 ●u-t`ans琶n-Shi-hud-dtiu-ri-duyo-su一 ・ar

ba-ri-Juya-bu一 ・ayi

Jar-liq"a6g-bae'e-da-nugaun-g6n-durgti-yid-dur'「ti-nu'el一 ～三`in

buba一'u-t`u-qayi'u-la・aきi一 ・u-sunbuba-ri-t`u-qayi'e-da-nu

g琶uA-g6n-dur'e-1tiqa-ri-ya-tanJhah-ter1

25qa・Jar'u-sunbaqt`a-gir-m盗dgtiy-den-k`udemk`盗 一bid
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qa-la一 ・tm'u-sunきir-gak`ao-n銭6r-ga-d銭 一～1`a"a-li-ba

・・a1-banqub一 ～三・i-ribuab-t・u-qayik・adk・adbarbol_Ju

k`u

266`ubuk`ur-gti-t`u-gaeya一 ●uk`ti-ji"a-nubuli一 ∫ut`a-t`a一}u

buab-t`u-qayi'e-daba-sasan一 きhi一血ud

27了ar-1iq-t`an(k`ti)'・Juyo-su"tiu-ga一'un"aue-1tisbu"tiue一 熔d-t`u-gtie

"aue -la-du一'a-su"au-lu一'u"a-yu-qunmud

28了ar-liqma-nu("g5)n-tufiqu-r-t`u一 ●arh6nqa-qayi∫i1(na)一mu.run

t`ti-

2gri一 ●unza-ra-yin(ha)r-ban

30daδr-btt-nま9a血 一du-dabu

31k`ue一(dur)bi-6`i-b且e

蒙 古 語 転 写 と 逐 語 訳

1m6nkadehri-yinkU6Un-dttr

と こ し え の 天 の.力 にお い て 【

2y6kesuJa工i-yin'ihe'en-dtir

大 い な る 威 福 の 輝 き の 加 護 に お い て

3qa'anjarliqmanu

カ ァ ンな る お お せ ← わ れ らの

46eri'ttd一 廿nnoyad-da.6erigharan-abala一

諸 軍 の ノ ヤ ンた ち に 軍 人 た ち に 諸 城

5qad-undaruqas-danoyad-dayor～ 三i一

の ダ ル ガ た ち に ノ ヤ ンた ち に 行 く

6qunyabuqunel～ 三in-edu'Ulqaqu雲

と こ ろ の 行 くと こ ろの 使 者 た ち に 聞 か せ る と こ ろ の

7γarliq

お お せ

　
8∫ihgisqan-u

チ ンギス カン の
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9

0

1

2

3

4

5

6

7

1

1

1

1

1

1

1

1

18

Q
)

0

1
⊥

噌
⊥

9
臼

9
α

コ　

Ok6deiqa'an_u

オコデイ カアン の

Se～fenqa'an-u

セチェン カァ ン の

OIJeit茸qa'an-u

オルジェイ ト カア ン の

Ktilttgqa,an-u

クル ク カァ ン の

Buyantuqa'an-u

ブヤン トゥ カァン の

(G)ege'enqa'an-u

ゲゲエ ン カア ン の

Qu(tu)qtuqa'an-u

ク トゥク トゥ カァ ン の

ソ
Jaya,atuqa,an-u

ジャヤア トゥ カァン の

R6n6en-dpalqa'an-uba了arli'ud-durdoyiderke'ttd

レンチ ェン パ ル カアン の および 諸命令 において トインたち エルケ ウンたち

sen一 きi血一udalibaalbaqub～ 三iri.ttltitt∫en

先 生 たち すべての 貢納 畜税 見 ないで

d6血ri一(yi)ぎalbariJuhirti'er6gtinatuqaike'egdegsed

天 を 祈 り 祝福 与 え あれか し といわれ た

aJu'uiedtt'eberb6'estturidan-u

のであ った 今 も で あれ ば 先 の

Jarliq-unyosu'araliba.albaqub～ 三irittltiU了en

おおせ の きま りどお りに すべ ての 貢納 畜税 見 な いで

d〔∋hri一(yijal)bariJu

天 を 祈 り

bidan-ah(irU'er)6gUnatuqaike'enYi-du-1uTf血 一jiWJi'w-huen

われ ら に 祝福 与え あれか し とて 益 都 路 縢 州 郷 県

Yi一 きanSen一 老inwan-Siw-gtifi-dUr並 廿一並iTuか 忌ih}ip-gintuh-h翼en

峰 山 仙 人 万 寿 宮 にて 住 持 洞 誠 真.静 通 玄

tay一 獣 ～三ufi一堂U血一了in

大 師 充 崇 真
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24

27

28

22t(ay-d)Tyli血 一'inJin-2inmun-hebun-cu血du-ti-dem

大 徳 霊 隠 真 人 門 下 本 宗 都 提 点

Li・・主aw一 きiMih-tawgui-diytuh-witay一 猷

李 道 実 明 道 貴 徳 洞 微 大 師

U-Ji-c嬰enTufi-wi}i-htt主ay一 §1'U一圭aw-c翼engU一 乙uh一

呉 志 全 洞 微 致 虚 大 師 呉 道 泉 倶 充ママ

231(i-tt)teri'Utensen一 獣血一ud-deuriduyosu'ar

提(挙)頭 と もつ 先 生 たち に 先の きまりどおりに

bari了uyabu'ai

つ かんで 行 くと ころの

}arliq6gbeieden-ifgtin-g6n-durgeyid-dttranu616inbU

おおせ さずけた これ ら の 宮 観 において 家 々 において←彼 らの 使者 たち な

ba'utuqaiula'a.きi'UsUnbμbarituqai6den一{igtth-g6n-dur

下馬す るよ うに 駅伝 馬 あてが いもの な つかむよ うに これ ら の 宮 観 において

61eqariyatanJ翼a血 迄6n

およそ 属す るところの 荘 田

25qa}arusunbaqtegirmedgey-d合n-kudemkebid

地 水 園林 ひ きうす 解 典 庫 店 みせバ
qala'unusunSirgek6nOrge-de～Eealibaalbanqub～liri

温 水 酷 数 か ら すべての 貢納 畜税

b耳abtuqaikedkedberbo1∫ukU一

な 取 るように 誰 誰 で も な りと 力

26～ 三UbUkUrgetUge真yq'ukejianubuli}utataJubU

な 及ぼすよ うに いかな る もの←彼 らの 奪 い 引 っぱって な

abtuqai6debasasen-Si'fi-ud

取 るよ うに これ らの また 先 生 たち

Jarliq-tan(ke'e)}{iyosuttge'tintiillesbUti雲1edttige雲

おおせ を もつ ものたち とい って ことわ り ない ところの ことこと な 行 なうように

ttiledtt'esUtilli'tiayuqunmqd

行なえば でな いか 恐れ る その こと ら

了arliqmanu(lle)n一 塾hqurtu'arh6nqaqaiJi1(na)mur-unte一

おおせ ←われ ら歩 元 統3番 目 年 ぶた 歳 秋 の あ

2gri'ttnzara-yin(ha)rban

た まの 月 の10
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30d6rben-eSandu-da

4に 上都 に

31buk{ii一(d茸r)biこibei

いる 時 に 書 いた

蒙古語総訳
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1

1

1

1

1

1

1

とこしえの天の力の もとに

大 いなる威 福の輝 きの加護の もとに

カア ンなるわれ がおおせ.

4諸 軍 の ノヤ ンたちに,軍 人 たちに,諸 城

5の ダルガたち ・ノヤ ンたちに,ゆ き

エルチ コ

6か よ う使 者 た ち に 聞 か せ る

お お せ

チ ン ギ ス=カ ン の

オ コ デ イ=カ ア ン の

セ チ ェ ン=カ ア ン の

オ ル ジ ェ イ ト ゥ=カ ア ン の

クノレク;カ ア ン の

ブ ヤ ン ト ゥ=カ ア ン の

ゲ ゲ エ ン=カ ア ン の

ク ト ゥ ク ト ゥ=カ ア ン の

ジ ャ ヤ ア ト ゥ=カ ア ン の

トイン

そ して レンチ ェンパノレ=カ ア ンの おおせ において,仏 僧たち ・ネス トリ

ウス教 士たち ・道士たちは,す べ ての貢納 ・畜税 を顧 みずに

18天 に祈 り祝福 を ささげ るよ うに,と いわれたのであ った.今 であ って も,

以 前の

19お お せの きFまりどお りに,す べての貢納 ・畜税 を顧 みずに

20天 に祈 り
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21わ れらに祝福をささげるように,と 益都路膝州郷県暉山仙入:万寿宮にお

いて住持(す る)洞 誠真静通玄大師充崇真

22大 徳霊隠真人門下本宗都提点李道実 ・明道貴徳洞微大師呉志

全 ・通微致虚大師呉道泉倶充

23提(挙)を はじめとする道士たちに以前のとお りにもってゆ

くべ き

24お おせをさずけた.こ れらの宮観 彼 らの住居に使者たちは下馬 しない

ように.駅 伝馬 ・供応物はとらないように.こ れらの宮観におよそ属

する荘田 ・
バーグ し ち や やどや

25土 地 ・園林 ・ひ きうす ・解典庫 ・店 ・みせ ・浴場 ・酷 ・紬か

らどんな貢納 ・臨時徴 収を取 らない よ うに.誰 が誰 であろ

うと も,カ は

26振 わ ない よ うに.彼 らの どんな もので も,奪 い引 った くった

りして取 らない よ うに.ま た これ らの道 士たち も,

27お お せを もってい るものたちだ とい って,無 理な ごとごとを行 なわない

よ うに.行 な うと,そ れは恐 ろ しいそ.

28わ れ らがおおせは,元 統3年 ブタ歳,秋 の

29初 月 の

3014[日]に 上都に

31い る(時 に)書 いた.

漢訳の移録

1長 生天氣力裏.

2大 幅康護助裏.

3皇 帝聖冒.軍 官毎根底.軍 入毎根底.管 城子達魯花赤 ・官人

4(根)(底).往 來使臣毎根底

5宣 鍮(的)
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聖旨.

成吉思皇帝

月闊台皇帝

醇暉皇帝

完澤篤皇帝

曲律皇帝

普顔篤皇帝

潔堅皇帝

護都篤皇帝

札牙篤皇帝

亦憐眞班皇帝聖旨.和 尚・也里(可)(温)・先生毎.不(練)甚 慶差獲.(休)

17當 者.告

天祝壽所旛者.慶 道説來.如 今依着在先

(聖)(旨)(艦)例.不 棟甚腰差(護).休 當者.(告)

天.

唱毎根底祝壽所(幅)者.磨 道.盆 都路縢州郷縣繹山仙人萬壽

22宮 裏住持洞誠(眞)(人)通 玄大師充崇眞大徳霰隙翼人門

23下 本宗都提貼李道實 ・明道貴徳洞微大師呉志全 ・通微

24致 盧大師呉道泉.倶 充提(學).爲 頭先生毎根底.依 先()()(?)

25把 行的

聖旨與了也.這 的毎宮観 ・房舎裏.使 臣毎休安下者.鋪 馬 ・祇(慮)

27休 着要者.但 属他毎(宮)観 裏的症田 ・水土 ・園林 ・礪磨 ・解(典)

28庫 ・店舎 ・鋪席 ・浴堂 ・酷 ・魏.不 操甚腰.休 科要者.不 操是誰.

休

29椅()力 者.不 操甚腰他毎的.休 奪要者.更 這先生毎.有()

聖旨腰道.無 膿例勾當.休 倣者.倣 呵.他 毎不伯那甚慶.

聖旨.元 統三年猪□鬼年七月十四日.上 都有時分.窟 來.
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漢訳の日本語訳

1長 生の天の気力にて

2大 福麿の護助にて
ま ち

3皇 帝の聖旨.軍 官 らに,軍 人 らに,城 子を管する達魯花赤 ・官人ら

4に,往 来する使臣らに

5宣 諭する

6聖 旨.

7成 吉思皇帝,

8月 闊台皇帝,

9醇 禅皇帝,

10完 沢篤皇帝,

11曲 律皇帝,

12普 顔篤皇帝,

13潔 堅皇帝,

14護 都篤皇帝,

15札 牙篤皇帝,

16亦 憐真班皇帝の聖旨[に],和 尚 ・也里可温 ・先生らは,い かなる差発に

も

17当 てるな.

18天 に告 し,寿 を祝 し福を祈れ,と い った.い ま以前の

19聖 旨の体例に依って,い かなる差発にも当てるな.

20天 に告 し,

21わ れらのために寿を祝 し,福 を祈れ,と て,益 都路膝州郷県繹山仙入万

寿

22宮 に住持する洞誠真()通 玄大師にして崇真大徳霊隠真人の門

23下 の本宗の都提点に充てらる李道実,明 道貴徳洞微大師の呉志全,
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通微

24致 虚大師の呉道泉,倶 もに提(挙)に 充てらるるが頭 となる先生らに,

まえの[体例]に 依って
もっ

25把 て 行 く

26聖 冒 を与 えた.こ れ らの宮観に,房 舎に,使 臣は安下す るな.鋪 馬 ・祇

[応]は

もと

27要 め るな.お よそ彼 らの[宮]観 に属 する荘 田 ・水土 ・園林 ・濃磨 ・

解[典]

28庫 ・店舎 ・鋪席 ・浴堂 ・酷 ・麩 は,い か なる[も の も],科 要 す るな.

誰 であ って も,1

こ

29[気]力 に筒 るな.い か なる彼 らの もの も,奪 い要 るな.更 に這 の先

生 らは,

こ と す し こわ

30聖 旨が有 るとい って,体 例 の無い勾当 を徹 るな.倣 たら,彼 らは伯 くな

い だろ うか.

31聖 旨 は,元 統三年 ブタ年 の七 月十 四 日,上 都 にい る ときに書い た.

※()は 判 読で ぎない もの,□ は空格 をあらわす.()で 括 りなが ら文字 を記

す ものは,推 測 され る ものを示す.
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